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令
和
四
年
秋
田
県
議
会
第
一
回
定
例
会
会
議
録

第
七
号

議
事
日
程
第
七
号

令
和
四
年
三
月
八
日
（
火
曜
日
）

午
前
十
一
時
三
十
分

開
議

第

一
、
知
事
の
説
明

第

二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託
の
件

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
に
同
じ

午
前
十
一
時
三
十
分
開
議

本
日
の
出
席
議
員

四
十
三
名

一

番

小

野

一

彦

二

番

松

田

豊

臣

三

番

鳥

井

修

四

番

髙

橋

豪

五

番

瓜

生

望

六

番

島

田

薫

七

番

宇
佐
見

康

人

八

番

住

谷

達

九

番

薄

井

司

十

番

加
賀
屋

千
鶴
子

十

一

番

吉

方

清

彦

十

二

番

児

玉

政

明

十

三

番

小

山

緑

郎

十

四

番

鈴

木

真

実

十

五

番

佐
々
木

雄

太

十

六

番

杉

本

俊
比
古

十

七

番

加

藤

麻

里

十

八

番

小

原

正

晃

十

九

番

佐

藤

正
一
郎

二

十

番

三

浦

茂

人

二
十
一
番

鈴

木

健

太

二
十
二
番

佐

藤

信

喜

二
十
三
番

今

川

雄

策

二
十
四
番

髙

橋

武

浩

二
十
五
番

北

林

丈

正

二
十
六
番

竹

下

博

英

二
十
七
番

石

川

ひ
と
み

二
十
八
番

石

田

寛

二
十
九
番

東
海
林

洋

三

十

番

渡

部

英

治

三
十
一
番

原

幸

子

三
十
二
番

工

藤

嘉

範

三
十
三
番

近

藤

健
一
郎

三
十
四
番

加

藤

鉱

一

三
十
五
番

佐

藤

賢
一
郎

三
十
六
番

小

松

隆

明

三
十
七
番

三

浦

英

一

三
十
八
番

土

谷

勝

悦

三
十
九
番

鈴

木

洋

一

四

十

番

柴

田

正

敏

四
十
一
番

川

口

一

四
十
二
番

鶴

田

有

司

四
十
三
番

北

林

康

司

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
に
よ
る
出
席
者

知

事

佐

竹

敬

久

副

知

事

神

部

秀

行

副

知

事

猿

田

和

三

理

事

陶

山

さ
な
え

総

務

部

長

松

本

欣

也

総
務
部
危
機
管
理
監(

兼)

土

田

元

広

報

監

企

画

振

興

部

長

鶴

田

嘉

裕

あ
き
た
未
来
創
造
部
長

小

野

正

則

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

嘉

藤

正

和

健

康

福

祉

部

長

佐
々
木

薫



- 2 -

生

活

環

境

部

長

柳

田

高

人

農

林

水

産

部

長

佐

藤

幸

盛

産

業

労

働

部

長

佐

藤

徹

建

設

部

長

佐

藤

秀

治

会
計
管
理
者
（
兼
）

奈

良

聡

出

納

局

長

財

政

課

長

村

田

詠

吾

教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

警

察

本

部

長

久

田

誠

●
議
長
（
柴
田
正
敏
議
員
）

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

諸
般
の
報
告
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
あ
り
ま
す
議
長
報
告
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
の
で
、
朗
読
を
省
略
い
た
し
ま
す
。

議

長

報

告

（
朗
読
省
略
）

一
、
三
月
八
日
、
知
事
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
下
段
の
と
お
り
そ
れ

ぞ
れ
関
係
委
員
会
に
付
託
し
た
。

（
付
託
委
員
会
）

議
案
第
一
○
三
号

令
和
三
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正

(1)

予
算
（
第
一
二
号
）

議
案
第
一
○
四
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

総
務
企
画
委
員
会

(2)

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
一
○
五
号

秋
田
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

同

(3)

す
る
条
例
案

議
案
第
一
○
六
号

秋
田
県
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
徴

教
育
公
安
委
員
会

(4)

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

総

務

企

画

委

員

会

二
件

教

育

公

安

委

員

会

一
件

一
、
三
月
一
日
、
監
査
委
員
か
ら
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
同

日
、
各
議
員
に
配
付
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書

登
載
省
略

●
議
長
（
柴
田
正
敏
議
員
）

日
程
第
一
、
知
事
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
知
事
の
発
言

を
許
し
ま
す
。

【
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）
登
壇
】

●
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

追
加
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
諸
般
の
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。は

じ
め
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

先
月
下
旬
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
的
侵
略
を
行
っ
た
こ
と
は
、
国
家
の

主
権
を
侵
害
す
る
国
際
法
違
反
の
行
為
で
あ
り
、
平
和
と
正
義
を
基
調
と
す
る
国
際

社
会
に
お
い
て
、
力
に
よ
る
現
状
変
更
は
容
認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
は
も
と
よ
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
、
世
界
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、
こ
う
し
た
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

我
が
国
と
し
て
は
、
国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
を
求
め

る
と
と
も
に
、
経
済
制
裁
の
更
な
る
強
化
な
ど
毅
然
と
し
た
対
応
を
取
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
違
法
状
態
の
速
や
か
な
解
消
が
図
ら
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
に
平

和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
る
世
界
経
済
の
混
乱
に
伴
い
、
燃
料
価
格
の
高
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騰
に
拍
車
が
か
か
る
と
と
も
に
各
種
の
物
資
調
達
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
県
民
生
活

や
企
業
の
生
産
活
動
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
迅
速
な
情
報

の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

感
染
力
の
強
い
変
異
株
の
全
国
的
な
流
行
に
よ
り
、
本
県
の
感
染
者
数
は
、
今
月

に
入
っ
て
か
ら
累
計
で
一
万
人
を
超
え
た
ほ
か
、
一
日
当
た
り
の
感
染
者
数
も
過
去

最
多
を
記
録
し
、
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
検
査

無
料
化
事
業
に
よ
り
感
染
者
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
な
ど
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
自
宅
療
養
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
ほ
か
、
感
染
者
が
病
状
に
応

じ
た
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
の
発
症
予
防
や
重
症
化
リ
ス
ク
軽
減
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、
県
民
に
向
け
て
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
に
よ
り
早
期
の

接
種
を
促
し
て
い
る
ほ
か
、
小
学
校
等
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
に
よ
り
児
童

や
そ
の
家
族
が
感
染
す
る
事
例
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
保
護
者
等
が
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
接
種
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
本
日
開
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。次

に
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
産
業
集
積
の
促
進
を
目
指
し
て
、
優
秀
な
人
材
や
安
全
・
安
心
な

事
業
環
境
、
豊
か
な
地
域
資
源
に
加
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
基
地
と
し

て
の
優
位
性
等
を
幅
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
輸
送
機
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療

福
祉
な
ど
、
今
後
も
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
分
野
の
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
先
月
に
は
、
洋
上
風
力
関
連
で
の
事
業
展
開
を
図
る
た

め
、
海
運
の
国
内
最
大
手
企
業
が
本
県
へ
の
支
店
開
設
を
決
定
し
た
こ
と
に
加
え
、

今
月
二
日
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
の
進
展
に
よ
り
事
業
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
コ
ネ
ク

タ
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ー
カ
ー
と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
ほ
か
、
今
月
中
に
は
、

百
四
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
素
材
サ
イ
エ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
や
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
の
主
要
部
材
で
あ
る
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
の
加
工
メ
ー
カ
ー
と
も
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
本
県
の
強
み
を
生
か
し
た
競
争
力
の
あ
る
企
業
の
誘
致
を
図
り
、
女

性
や
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
企
業
の

進
出
が
本
県
の
賃
金
水
準
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
追
加
提
案
い
た
し
ま
し
た
補
正
予
算
案
及
び
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
補
正
予
算
案
は
、
今
冬
の
除
雪
費
の
見
込
み
に
よ
り
道
路
除
雪
費
等

を
増
額
す
る
ほ
か
、
各
種
事
業
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
事
業
費
の
増
減
に
つ
い
て
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
額
は
、
二
十
億
五
千
九
百
七
十
万
円
で
あ
り
、
補
正
後
の
総
額
は
、

六
千
八
百
三
十
八
億
八
千
七
百
九
万
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
単
行
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
田
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
ガ
ス
供
給
業
に
係
る
法
人
の
事
業
税
の
課
税
方
式
の
見
直
し
等
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
提
出
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、

御
可
決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

●
議
長
（
柴
田
正
敏
議
員
）

次
に
、
日
程
第
二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託

の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
し
ま
す
。
議
案
第
百
三
号
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
】

●
議
長
（
柴
田
正
敏
議
員
）

御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
ま
す
。
議
案
第
百
三
号
は
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
、
本
日
の
日
程
は
、
全
部
終
了
し
ま
し
た
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。
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午
前
十
一
時
三
十
七
分
散
会


